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【研究論文】 

問題解決的な理科の授業における「イメージ」の効果的な深まりの研究 
－小学校第５学年「ものをとかそう」の実践を通して－ 

宇都宮 森和＊ 

要 旨 

自然事象の中には、空気や水、音、電磁気など、視覚的に認識しにくい対象が多い。そのため、小学校理科の授業では、

目に見える具体的な事実や、聴覚などの感覚を手掛かりにして対象のイメージを築き、深めていく学習活動が必要になる。

また、子どもが主体的に学習を進める授業展開によって、問題解決の能力を向上させ、自然事象に対する子どもの興味・

関心を高めることができる。本稿では、小学校５年生理科の単元「ものをとかそう」の授業実践を通して、問題解決的な

授業における「イメージ」の深まりのための効果的な手立てについて考察した。その結果、物が水に溶けることに対して

子どもが抱くイメージを分析し、構造化して授業実践に取り組むことで、子どもは見通しを持って意欲的に問題解決を行

い、物が水に溶けるイメージを効果的に深めていくことができることが示唆された。 

キーワード：理科の授業、問題解決、自然事象のイメージ 

 
Ⅰ．はじめに 

「起立。お願いします。着席。」 
この直後、「はい！」という元気な声が教室のあちら

こちらから飛び交い、手が挙がる。目の輝きが、強

い問題意識を示している。どの子どもも、この授業

で何を調べたいかを胸に抱いていることがわかる。

心には、前の時間に培ったイメージや今から始まる

授業の目標が浮かんでいるに違いない。 
さて、子どもたちの自然事象に対するイメージは、

どのように形成されていくのだろうか。また、イメー

ジが効果的に形成され、深められていくために、何

が必要なのであろうか。 
ところで冒頭に紹介したのは、筆者が理想とし、

目指してきた授業の始まりの授業風景である。前時

の授業で培われたイメージを大切にしたい、そのイ

メージを効果的に深めたいと考えた結果でもある。

この理想を具現化しようと試みた実践として、小学

校 5 年生の理科「ものをとかそう」の事例をもとに、

授業実践に対する考え方と授業の実際、実践の成果

と課題について述べる。 
 

Ⅱ．研究の意味と方法 

令和 2 年度から完全実施される小学校学習指導要

領（平成 29 年３月告示）では、第１章「総則」の第

１「小学校教育の基本と教育課程の役割」の中で、

「２．（１）基礎的・基本的な知識及び技能を確実に

習得させ、これらを活用して課題を解決するために

必要な思考力、判断力、表現力を育むとともに、主

体的に学習に取り組む態度を養い、個性を生かし多

様な人々との協働を促す教育の充実に努めること」

が示されている１）。また、小学校学習指導要領解説

理科編（平成 29 年７月）では、第１章「総説」の「３ 
理科改訂の要点（３）学習指導の改善・充実①資質・

能力を育成する学びの過程」の中で「問題解決の過

程として、自然の事物・現象に対する気付き、問題

の設定、予想や仮説の設定、検証計画の立案、観察・

実験の実施、結果の処理、考察、結論の導出といっ

た過程が考えられる。この問題解決のそれぞれの過

程において、どのような資質・能力の育成を目指す

のかを明確にし、指導の改善を図っていくことが重

要になる」と述べられている２）。 
これらのことから、子どもたちに「課題解決のた

めの思考力、判断力、表現力」や「主体的に学習に
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取り組む態度」を育成することが重視され、理科で

は「問題解決の過程で育てる資質・能力を明確にし

た」学習指導が求められているといえる。とりわけ、

主体的な学習態度と問題解決の学習活動が重視され

ており、そのために何が必要かを見出していく必要

があると考える。 
そこで本研究では、問題解決の学習過程の全体像

が見渡せる過去の授業実践例をもとに、子どもたち

が主体的に取り組む姿の表れた授業記録やノートの

記述について分析し、単元全体の問題解決過程を検

証する。具体的には、学習指導要領改訂後でも変わ

らず学習内容に含まれている、第 5 学年「ものをと

かそう」の学習単元の授業実践を取り上げる。この

学習の対象である「ものが水に溶ける」現象は、も

のが水に溶けて見えなくなる状態をどうイメージし、

認識していくか、また、粒子の保存概念をどのよう

に効果的に身に付けるかという困難さを含む。その

ため、教師の講じる手立てが子どもたちの抱くイ

メージや問題解決活動にどのような効果や弊害をも

たらしたかが問われ、また、ものが溶けることに対

するイメージがどう変容したかを明らかにするにも

有効であると考える。 
なお、本単元の授業実践は、平成 8 年に岡崎市内

の A 小学校 5 年生（34 名）で行ったものである。 

Ⅲ．イメージのとらえとねらい 

イメージは、goo 辞書に「心の中に思い浮かべる

像や情景。ある物事について抱く全体的な感じ。心

像。形象。印象。また、心の中に思い描くこと」と

記載されており３）、他の辞書でも同様の意味が記さ

れている。何らかの対象に出会い、その対象を問題

として意識したとき、過去の経験や対象の観察事実

が基になってイメージが浮かぶ。したがって、問題

解決活動の過程では、問題への関心や問題解決の願

望が「イメージ」として意識の中に表現されると考

えることができる。そして、イメージには、経験的

に次の二通りの現れ方があると考えている。 

Ａ 問題解決者が意図しなくても、具体的な経験

から心に浮かんでくるもの 
Ｂ 目的を達成するために、問題解決者が意図し

て作り上げるもの 

Ａは、問題に出会ったときによく浮かび、問題解

決への点火の役割をすることが多い。Ｂは、問題解

決の過程で、経験や観察、思考の力を借り、次々と

深化発展していくものである。 
重要なことは、どちらも経験や観察がイメージ形

成の基盤になっていることである。そのため理科で

は、自然事象と向かい合った活動を十分に用意する

ことが大切になる。具体的な経験がイメージの根底

にあるため、子どもたちに身近なものに問題解決の

素材を求めることが有効になる。 
一方、イメージの効果的な深まりをねらうからに

は、問題解決活動及び思考の連続を考慮した単元構

成をしなければならない。さらに、子どもたちのイ

メージの実態把握とその生かし方、教材・教具をど

う単元の中に配列するかも吟味すべき問題である。 
さて、実践事例である本単元「ものをとかそう」

の目標は、「物を水に溶かし、水の温度や量による溶

け方の違いを調べることができるようにする」と示

されている。 
具体的には、「物が水に溶ける量には限度があるこ

と。また、物が水に溶けても、全体の重さは変わら

ないこと」「物が水に溶ける量は水の温度や溶ける物

によって違うこと。またこの性質を利用して、溶け

ている物を取り出すことができること」「水溶液の水

を蒸発させると、溶けていた物が水と分かれて出て

くること」を実験や観察を通して理解させることを

ねらっている。 

Ⅳ．仮説の設定 

本研究を進め、単元全体の授業を分析するにあた

り、次のような３つの仮説を立てた。 

１．イメージの効果的な形成のために 

イメージ形成の基盤は経験であるから、子どもた

ちにとってできる限り身近な素材を学習に取り入れ

ることが望ましい。そこで、仮説 1 を設定した。 

仮説 1：子どもたちに身近な素材を学習に取り入れ

ることにより、イメージは効果的に形成される。 

単元の展開に用いる教材は、砂糖と食塩、及びホ

ウ酸を取り上げた。理由として、砂糖と食塩は子ど

もたちの生活経験が生かされるという利点が挙げら

れる。ただ、砂糖は水に対する溶解度が非常に大き

いという問題点がある。そこで、単元の途中から砂
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糖に代わる教材としてホウ酸を導入する。ミョウバ

ンや硫酸銅なども考えられるが、子どもたちの生活

からは遠い存在である。 
また、砂糖や食塩は、食物とのかかわりから安心

感があり、扱う上でも自由度が高い。逆にホウ酸は

気を許すことができず、実験結果も厳密である。そ

して、温度によって水に対する溶解度が大きく変化

するため、ほとんど変化しない食塩との比較は、子

どもたちにとってきわめて興味深いものになるに違

いない。 

２．子どものイメージの実態を捉え、生かす 

形成されたイメージが、効率よく変容するために、

自然事象に対する問題意識が連続しなければならな

い。そのためには、子どもたちのイメージの実態を

つかんだり、どんな願いを抱いているかを探ったり

し、それらを次時の学習へ生かしていく必要がある

と考え、仮説 2 を設定した。 

仮設 2：子どもたちの記録からイメージや願いをと

らえ、それらを次時の学習に生かす単元構成をすれ

ば、問題意識は連続し、イメージも効果的に形成さ

れる。 

単元を展開するにあたり、導入で物が水に溶けて

見えなくなっていくことの神秘性に注目した。氷砂

糖を水の中に吊るし、そこから出る「もやもや」に

対するさまざまな問題意識を取り上げ、それらの意

識の頻度や程度から、教材配列を考えていく必要が

ある。そのことが、個々の子どもの問題意識を大切

にすることにもなると考える。以上の考えと単元導

入時の子どもたちの実態から、単元計画（図 1）を

立てた。 

 

学習課題 学習内容 時

間 備考 

水にものが溶け
るときの様子を
調べよう 

水の中につるした氷砂
糖が溶ける様子 1 ・氷砂糖から出る

「もやもや」に注目
させる 
・ひとり調べにより
自由に実験させる 
・水に溶けたものの
行方を定量的に追
究させる 
 
・多く溶かしたいと
いう子どもの意識
を大切する 
 
・ここでは、定性的

溶けた砂糖の行方 4 

砂糖以外のものの溶け
る様子 1 

水にものが溶け
たときの重さは
どうなるのだろ
う 

水に溶けたものの重さ
調べ 1 

水にものが溶ける量の
限度 1 

水にものをより
多く溶かすに

水の量とものが溶ける
量の関係 1 

は、どうすれば
よいだろう 

水の温度による、もの
が溶ける量の変化 1 

に溶ける量の変化
を追究させる 
・定量的な実験によ
り、溶解度の温度変
化のイメージを持
たせる 
 
・ホウ酸により、物
質の溶解のイメー
ジをさらに深める 
 

水の温度を変え
てものの溶け方
を調べよう 

温度による食塩の溶解
度の変化 1 

温度によるホウ酸の溶
解度の変化 1 

水溶液からもの
を取り出すに
は、どうすれば
よいだろう 

水溶液からものを取り
出す方法 2 

図1 単元計画 

次に、一人一人の問題意識を大切にし、次時へ生

かす手だてを模索した。述べるまでもなく、自然認

識を深めていく上で、実験・観察の技能が重要に関

わる。本単元でも、定量的な実験が多いため、水溶

液の重さを比較したり、一定量の物質を量り取った

りするための上皿てんびんの操作や、水の量を量り

取るメスシリンダーとピペットを正しく扱えるよう

にする必要がある。また、過熱をするための器具と

してのアルコールランプの扱いや、ろ過の操作につ

いても安全にできるよう訓練していかなければなら

ない。さらに、物が溶ける量の限度の見極めやその

時の温度の測定など、比較的高度な観察能力も要求

される。 
それらを抵抗なく取り組めるようになるまで育て

るためには、一人一人が自分の手で実験・観察をす

る機会を多く設けることが早道であり、最良の方策

である。一人一人が目的意識を持って行う活動（以

下「ひとり調べ」）の時間をたっぷり取り、教材を自

由に扱いながら、その教材と十分に対話することが、

技能の効果的な習得にもなり、学習の上での抵抗も

取り除いていく。ひいては、個々の問題意識やこだ

わりを大事にし、個性豊かなイメージに深めていく

だろうと考える。 
 また、問題意識を次時の学習へと引き継ぎ生かす

ために、授業の始まりに着目した。すなわち、「はじ

めに」で述べた授業開始の風景の実現である。教師

の発問の前に、今、子どもたち自身が何を疑問に思っ

ているのか、この授業で何を調べたいか、どんなふ

うに授業に取り組みたいかを自由に言う場を設けた

らどうか。そこから授業が展開できるのではないか

と考えたのである。必然的に、前時の学習の終末に

目が向き、その時間で分かったこと以外に、新たな

疑問や問題を見出しておくことを忘れなくなるに違

いない。 
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３．イメージの深まりのために 

イメージの効果的な深まりを追究するために、物

が溶けるという事象のイメージを具体化し、それが

どのように深まっていくかを明らかにしておくこと

は重要なことであると考える。また、イメージの深

まりのために、実験・観察や話し合いの場が、どう

かかわっているかにも注意を向けなければならない。

そこで、単元の計画をもとに、物が溶けるイメージ

を具体化し深まりを意識して、図 2 のように構造的

にまとめた。 
 

図 2 物が水に溶ける事象のイメージの構造 

以上の認識に立って、仮設３を設定した。 

仮設３：イメージの具体化と深まりの構造を明らか

にし、適切な実験・観察及び話し合いの場を設定す

れば、イメージは効果的に深まる。 

Ⅴ．授業の実際 

単元を通した授業の実際（14 時間完了）を授業記

録や子どもたちの

ノートの記述をもと

に述べる。 

１．不思議な「もや

もや」 

単元の導入で、

ビーカーの水に吊る

した氷砂糖を、児童

一人一人が観察した。

図 3 は、Ａ児の観察

の記録である。Ａ児

は、学習を丁寧に進

めるが、見つけたり考えたりしたことを発表するこ

とを苦手にしている。Ａ児の記録には、「もやもや」

に対する問題意識と疑問が表れている。「もやもや」

とは、シュリーレン現象に対する子どもなりの表現

で、「もや」や「どろどろ」などと記述した子どもも

いた。氷砂糖が水に溶けていく過程で見られるこの

現象を、多くの子どもが「もやもや」と表現してい

たため、その後の話し合いでも「もやもや」という

言葉が共有されるようになった。 
図 4 は、観

察後の話し合

いの記録であ

る。まず、「も

やもや」の行

方が問題にな

り、次時への

つ な が り に

なった。Ｃ12
の発言をきっ

かけに、「もや

もや」そのも

のの実態に目

が向いた。そ

して、Ｃ20 や

Ｃ22、Ｃ23 の

ように、類似

した映像を経

験から引き出

した意見も出

された。 
教師の予想

外だったのは、

Ｃ24 の発言に

ある、水かさ

の問題が出さ

れたことであ

る。おそらく

「もやもや」

の動きから、

感覚的にそう

感じられたも

のと推測でき

るが、これも

次時への課題

になった。 

図3 A児の観察記録 
図4 第1時の授業記録 
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疑問にかかわる話し合いで、「もやもや＝氷砂糖が

水に溶けたもの」というイメージ（Ｃ32～Ｃ34）が

できあがった。続いて氷砂糖が水に溶けていく過程

で「もやもや」が出るというイメージ（Ｃ38）や濃

さのイメージ（Ｃ39）、見えないが水の中に存在する

というイメージ（Ｃ40）が、発言の中に表れている。 

２．「もやもや」はおもしろい 

図 5 は、水

かさの問題と

「もやもや」

の行方につい

て、ひとり調

べをした後の

話し合いの様

子である。水

かさについて

は、氷砂糖が

溶けても変わ

らないという

明確な結論が

出た。 
しかし、観

察のみに頼っ

ていた子ども

たちは、「もや

もや」の行方

については極めて主観的で曖昧なままであった。Ｃ8
のストローを使うという発言で、味に注意が向いた。

またストローを使って水中へ刺激を与えることに

よって「もやもや」

の動きを見る子ど

もも現れた。こう

して、「もやもや」

がビーカーの底に

溜まっていたこと

が明らかにされ、

「濃さ」に違いが

あることもはっき

りイメージされた。 
続く疑問は、「も

やもや」はどうし

て下へ落ち、ビー

カーの底に溜まる

のだろうか、とい

うもので、すでに考えを記録している者も 6 名いた。

（図 6） 
第 5 時は、この問題のひとり調べを行った。重さ

をイメージしているために、全員の者が上皿てんび

んや台ばかりを準備した。多くが、氷砂糖を溶かし

た水と水道水を同量計り取って重さを比べるという

実験を始めた。ここで、体積を正確に計り取る器具

としてのメスシリンダーの存在と扱い方を指導した。

この実験を通して、氷砂糖が溶けるときの「もやも

や」の動きが、重さと関連付けてイメージされたと

考えられる。 
図 7 のＡ児の記

録にもあるように、

氷砂糖以外の物は

どうかと、何人か

が着目していた。

そこで、第 6 時で

は、ひとり調べの

時間を設定し、各

自が準備したさま

ざまな物を水に溶

かす実験を自由に

行った。 
図 8 は、第６時

のひとり調べにお

けるＡ児の記録で

ある。「もやもや」

が出る物と出ない

物に分けてまとめ

ていくことで、水

に溶ける物と溶け

ない物の区別とし

て認識されたよう

である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図5 第３時の授業記録 

図6 第3時の児童の記録 

図7 A児童の記録（第5時） 

図8 A児の記録（第6時） 
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３．溶かした分だけ重さが増えた！ 

「もやもやと水

の重さを比べる実

験」の後にも、溶

かした氷砂糖の重

さはどうなったの

かについてのこだ

わりが見られた。

（図 9） 
そこで、この問

題を第 7 時で取り

上げた。ひとり調

べ前の予想は次の

とおりである。 
・溶かした分量だけ重さが加わる・・・3 名 
・重くなるが、全部の重さは増えない・・・29 名 
・溶かした分量以上に重さが増える・・・2 名 
・溶かしても重さは増えない・・・0 名 

ここでは、結果に一般性を持たせるため、食塩を導

入して、砂糖とともに調べるよう指示した。 
50ｇの水に５ｇ

（この分量は各自

が決めた）の食塩

や砂糖を溶かして、

結果が明確に 55ｇ
と出たことは、多

くの子どもにとっ

て意外な事実で

あったようだ。（図

10） 
この事実から、

水に溶けて見えな

くなっても、物は

存在しているとい

うイメージから、

さらに重さも保存

されて溶け込んでいるというイメージへ深まったと

考えられる。 

４．もっとたくさん溶かしたい 

物によって水に溶ける量に違いがあることも、溶

解のイメージとしてきわめて重要なものである。第

8 時では、「どこまで溶けるのか」「限界まで溶かし

てみたい」という問題意識（図 11）を取り上げた。 
ここで、砂糖や食塩との比較対象として、ホウ酸

を導入した。3
種類の物質が水

に溶ける量を比

べる活動は、「物

によって溶ける

量が違う」とい

うイメージを効

果的に築いてい

くものと考えた。

また、水にわず

かしか溶けない

ホウ酸に、強い

問題意識が向く

と期待した。 
第 8 時のＡ児

の学習記録（図

12）には、砂糖

やホウ酸の水に

対する性質をよ

くとらえた記述

がある。また、

結果から「もっ

とたくさん溶か

したい」という

思いが表れてい

る。さらに、た

くさん溶かすた

めの方法も考え、

温度によって溶

け方に違いが出

るだろうという

予測を示唆して

いる。 
「もっとたくさん溶かすにはどうすればよいか」

についての話し合いで、次の３つの方法が出された。 
① 水の量を増やす 
② 粒をもっと細かくする 
③ お湯にする。or アルコールランプで温める。 

ここで、順序性が問題になる。実験そのものの難

易度や実験器具に対する習熟度から、第 9 時に①と

②を、第 10 時に③を扱うことにし、それぞれひとり

調べの場を設けた。 
さて、ひとり調べの活動に入る前に熟慮しておか

なければならないことがある。それは、教師が子ど

も一人一人のイメージをどのようにとらえ、どんな

図9 第6時の児童の記録 

図10 第 7時の児童の記録 

図11 第 8時の児童の記録 

図12 第 8時のA児の記録 
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願いを持って学習中に支援をしていくかということ

である。方策として、子どもの記録からイメージの

実態をつかんで座席表にまとめておくことが有効で

ある。また、本単元での子どもの姿から、今後こう

なってほしいという願いも座席表に記述して、子ど

もたちのひとり調べにできる限り対処しようと考え

た。（図 13） 

 
第 9 時のひとり

調べの結果、物を

細かくしても溶け

る量は変わらず、

水の量を増やすと

物が溶ける量も増

えることが明らか

になった。（図 14） 
こうして、溶け

る限度を持つ溶質

の性質とともに、

物を溶かす溶媒で

ある「水」の容量

的イメージが築か

れた。また、水の

温度を上げたとき

の結果に早くも目が向いていることを読み取ること

ができる。 
図 15 は、第 10 時「水を温めると、ものはたくさ

ん溶けるのか」のひとり調べにおけるＡ児の記録で

ある。食塩とホウ酸の性質の顕著な違いを見出して

いる。また、実験

中、水面に現れた

膜にも関心が向い

ている。飽和量以

上に溶かした多く

の者が、食塩やホ

ウ酸の結晶が析出

してできたこの膜

に、同様の関心や

疑問を抱いた。そ

れは、結果の話し

合い（図 16）
に も 登 場 し

（Ｃ2）、子ど

もたちの大き

なこだわりに

なった。（Ｃ17、
Ｃ18） 
また、Ｃ19

のように、温

めたときのよ

り厳密な結果

を望む声や、

図17の記録に

見られるよう

な、溶ける量

と水の温度と

の関係へのこ

だわりもあり、

順序性を考慮

する必要が出

てきた。ここで

は、温めるとい

う技能や思考の

系統性と、再び

結晶の析出場面

も現れることか

ら、後者の「温

度と溶ける量の

関係」を先に取

り上げることに

した。 
第11時と第12

時の 2 時間に

渡って、水の温度と物が溶ける量の関係を自由に調

図14 第 9時の児童の記録 

図15 第 10時の児童の記録 

図16 第 10時の授業記録 

図17 第 10時の児童の記録 

図13 座席表の一部（第9時ひとり調べ用） 
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べる場を設けた。

図 18 は、その際の

Ａ児の記録である。

１ｇ単位で溶け

きったときの温度

を調べて表にして

いるが、データを

列記しているだけ

では「関係」をイ

メージするのは難

しいと思われた。 
ただ、水温をか

なり上げ、飽和量

まで溶かしたため

に、水面でのホウ酸の結晶の析出が多く、膜に対す

る問題意識も強くなっているようだ。観察からその

膜の正体を「もやもや」と表現している。 

５．結晶の姿の美しさ 

「水の温度と

溶ける量の関係

がもっと見やす

くならないか

な」という投げ

かけを、結果発

表の後で行った。

「グラフにすれ

ばいいよ」「折れ

線グラフがいい

よ」というアイ

デアが容易に出

た。実際に結果

をグラフ化したＡ児の記録が、図 19 である。グラフ

化する作業と、描き上がったグラフによって、「水の

温度と食塩及びホウ酸が溶ける量の関係」が視覚的

にもとらえられたに違いない。また、数量によるイ

メージから変化のイメージへと、視覚的に深まった

と考えられる。 
 さて、以上のような定量的な実験・観察を通して、

析出してきた結晶に対する見方も変わってきた。「膜

は何だろう」から「お湯が冷めて溶けていた物が出

てきたんだ」への変容は、やはり、一人一人が事象

と直接かかわってきた成果であろう。 
その結晶を取り出す方法を話し合う場では、茶こ

しやティッシュ、ガーゼ、コーヒーフィルターといっ

た、生活経験が反映されたアイデアが出された。そ

れらの方法に近く、科学的な手法である「ろ過」の

方法を紹介した。各自の手でろ過が始まると、ろ液

に注目する子どもが現れた。ろ液に水を静かにたら

し、もやもやが出たことによって、ホウ酸が溶けて

いることを証明したのである。ストローで濃さや味

を調べた経験が、ここに生かされたものと思われる。 
ここで、「ろ液からホウ酸や食塩が取り出せない

か」と問いかけた。子どもたちから出された方法は、 
①  何回もろ過する 
② 冷やす（氷水、冷蔵庫） 
③ 乾かす（水を蒸発させる） 

である。③は、撹拌棒などを使った際、乾いたとき

に白い粉を見た経験が生きている。 
 ろ液を再びろ過しても無意味であることは、調べ

てみて容易に理解されたが、子どもたちにとっては

不思議な事実であったようだ。また、冷やしても少

ししか析出してこ

ないことに疑問を

抱いた者がいたが、

グラフを見直し、

水の温度レベルで

は溶解度があまり

変わらないことで

納得した。 
 大きな驚きが

伴ったのは、蒸発

乾固による結晶の

析出である。（図

20） 顕微鏡下で

結晶が成長する様

子を見た子どもた

ちは、さらにイ

メージを深めたも

のと思われる。 

Ⅵ．考察と課題 

単元を通した授業の実際にもとづき、子どもが主

体的に学習に取り組み、問題解決のために何が有効

であったかを考えてみたい。また、授業実践で見え

てきた課題についても示しておきたい。 

１．教材配列の吟味は不可欠 

子どもたちにとって身近な素材を教材に取り入れ

図18 第 11,12時のA児の記録 

図19 第 12時のA児の記録 

図20 児童の記録 
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たことは、安心感や自由度が高く、ひとり調べには

適切であった。イメージを形成し、深めていくこと

にも有効であった。水に物が溶けることのイメージ

が豊かなものになっていれば、子どもたちに馴染み

の薄いホウ酸も、違和感なく迎え入れられることも

分かった。しかも、単に砂糖のピンチヒッターの役

割にとどまらず、子どもたちの興味を引き、身近な

存在になっていった。これは、教材を十分に検討し、

何を中心に置き、何をどこでどんな形で導入するか

を吟味した成果であると考える。 
ただ、教材の配列と共に、どの器具をどの場面で

登場させるか、どこでどんな実験・観察の技能を身

に付けさせるかにも留意しなければならないことも

痛感した。子どもたちが自由に扱えるだけの実験・

観察器具を準備しておく必要も強く感じている。 

２．児童の実態 －成果と課題－ 

子どもたちのイメージの実態をつかみ、次時の学

習に生かせたかという観点で本実践を見直すと、二

つの成果があったと言える。まず、子どもの発言や

記録をもとに次時の場面設定をしたり、座席表に一

人一人の子どもに対する願いを記述して支援の糧に

したりすることで、問題意識を連続させ、ひとり調

べを支えることができたことである。イメージの変

容の障害を取り除く意味で、重要な手だてだと感じ

ている。 
もう一

つは、授

業の始ま

りに子ど

もたちの

願いを反

映させた

こと（図

21）で、

問題意識

が途切れ

ることなく、学習にも活気が加わったことである。

生き生きとした子どもの姿を見ることができ、ぜひ

広く取り組んでほしい手法である。 
しかし、自分の手で実験・観察器具を扱うことが

苦手だったり、自分の考えを持てなかったりする子

どもがいる。ひとり調べが困難な児童への支援策を、

単元を通して用意しておくことが必要である。 

３．イメージの深まりの実際 

 単元を通しての学習の流れを図 22 に示した。物が

水に溶けることのイメージを分析し、構造化して実

践に取り組んだことで、ある程度見通しを持って学

習を進めることができた。ただ、第９時で「粒を細

かくすればもっとたくさん溶けるかもしれない」と

いうイメージが表出してきたときには、意外であり

興味深かった。また、発言や記述には表れない、各

学習の場面で置き去りにしてきたイメージもあった

に違いない。実態把握における、よりきめ細かい手

だてが求められる。 

図21 授業開始時の授業記録 

図22 単元を通した授業の流れ 
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Ⅶ．おわりに 

理科の授業において、子どもたちが主体的で効果

的な問題解決的学習を展開するために、本研究によ

り次の 3 点が有効であることが明らかになった。ま

ず、子どもたちに身近な素材を教材化することであ

る。これにより、子どもは学習対象に対するイメー

ジを形成しやすく、実験・観察を抵抗なく行い、問

題を主体的に解決していくことができる。また、子

どもたちのイメージの実態に合わせ、時系列で教材

を配列し単元の学習を展開することも重要である。 
2 つ目は、子どもたちのイメージの実態や願いを

次の授業展開に生かすことである。話し合いで出さ

れた考えや、子どもたちの記録をもとに次時の学習

を計画することで、子どもたちの意欲的な活動につ

ながったと考えられる。 
3 つ目は、子どもたちのイメージがどのように変

容していくかを想定し、単元全体の授業を構想する

ことである。本稿Ⅳ.仮説の設定「３.イメージの深ま

りのために」で示した「物が水に溶ける事象のイメー

ジの構造」のように、教材との出会いによってどん

なイメージが表れ、どのように変容していくかを仮

定し構造化しておくことで、見通しを持った学習の

場を構成することができた。それが、子どもたちの

生き生きとした実験・観察や話し合い活動を生み出

し、図 22「単元を通した授業の流れ」でみるような

児童の主体的な問題解決的な学習活動になって表れ

たものと考える。 

付記 

本研究で取り上げた授業実践は、岡崎市立Ａ小学

校の校内研究計画に基づいて行われた。同校の校内

研究は保護者の承認を得て推進されている。 
なお本稿では、授業記録や児童の記述を研究対象

としており、校名をＡ小学校とし、児童名を記さな

い配慮を行った。 
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